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厚生労働省労働基準局長

右綿含有製品に係る海外の規制状況等について(調査等依頼)

我が国では、現在、右綿(アスベスト)及び右綿を含有する製品の製造、輸入等について労働

安全衛生法第55条の規定に基づき禁止されています。

しかしながら、国によっては製造等が禁止されておらず、右綿を含有する製品がそれ自体製品

として、又は製品に組み込まれた部品として誤って輸入される例が散発しており、我が国労働者

の健康障害防止の観点から、より一層の対応強化を図る必要があると考えているところです。

つきましては、諸外園、特に近隣アジア諸国における規制状況を把握するとともに、我が固と

しての規制状況について当該国から日本への輸出に携わる事業者への注意喚起を実施したいと

考え、下記のとおり調査等を依頼したく、手配方宜しくお願いします。

言E

1 調査等の内容

(1) 可能な範囲で別紙1に示す調査票により、右綿含有製品の製造及び流通に係る海外の規

制状況等情報を把握すること o

(2) 別紙2のパンフレットを用いて、現地日本人商工会議所及び可能な範囲で現地事業者団

体に対して、我が国の右綿製品の輸入禁止措置について周知を依頼すること o

2 調査等の対象国

中園、インドネシア、マレーシア、フィリビン、予イ、ベトナム

3 調査等の期限等

回答については、可能な限り邦文又は英文により、 5月中にお願いします。

4 照会先

厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課 須藤

電話 03-5253-1111 (内5515)、03-3502-6756(直通)

FAX: 03-3502-1598 
E-ma i I : r一一一一一



見Ij紙 1

調査票(中国)

【前提情報(我が国の状況)】

日本においては、平成 18年 9月より、右綿の含有率がO.1唱を超える製品について、製造、

輸入、使用、譲渡又は提供してはならない旨、法律で義務付けている o (労働安全衛生法第 55

条。事業者や労働者に限らず製造、輸入等してはならない。)

なお、右綿として、クリソヲイル(白右綿)、クロシドライト(青右綿)、アモサイト(茶右

綿)、アンソフィライト、トレモライト、アクチノライトの6種類を定義づけている o

しかしながら、製造等が禁止されていない固から右綿を含有する製品を誤って輸入する例が

散発している o このため、他国の現状を調査したいと考えている o

【前提状況(貴国の状況)】

当方において、貴国の状況を文献等で調査できた情報としては、次のとおりである o (誤り

があれば指摘いただきたい。)

.2003年以降、ブレーキパッド等の自動車・二輪車用の右綿含有摩擦材を禁止している o (自

転車用のブレーキ材は許容。)

.2005年以降、アモサイト又はクロシドライトを含む製品の輸入及び輸出を禁止している o

. 2010年6月以降、クリソヲイルを含め全ての右綿について、建材としての使用を禁止してい

る。

・一般に「非右綿」という語は、右綿を全く含まないものだけでなく、一定水準以下に抑えて

いるものを含む。

【調査項目】

貴国の現状に関し、次の項目について回答いただきたい。

1 上記の貴国の状況について、アップデートすべき情報。

2 次の製品(我が国ではすべて輸入禁止)についての当該国の法令での規制状況。(製造・

流通等が禁止されているか否か)

(1) 含有率 1%を超えるクロシドライト含有製品(注)

(2 ) 含有率 O.1唱を超えるクロシドライト含有製品

(3 ) 含有率 1%を超えるクリソヲイル含有製品

(4 ) 含有率 O.1唱を超えるクリソヲイル含有製品

(注製品 ガスケット、パッキン等の部品やこれらが取り付けられた機械製品)



見Ij紙 1

調査票(インドネシア)

【前提情報(我が国の状況)】

日本においては、平成18年 9月より、右綿の含有率がo.1唱を超える製品について、製造、
輸入、使用、譲渡又は提供してはならない旨、法律で義務付けている o (労働安全衛生法第 55

条。事業者や労働者に限らず製造、輸入等してはならない。)

なお、右綿として、クリソヲイル(白右綿)、クロシドライト(青右綿)、アモサイト(茶右

綿)、アンソフィライト、トレモライト、アクチノライトの6種類を定義づけている o

しかしながら、製造等が禁止されていない固から右綿を含有する製品を誤って輸入する例が

散発している o このため、他国の現状を調査したいと考えている o

【前提状況(貴国の状況)】

当方において、貴国の状況を文献等で調査できた情報としては、次のとおりである o (誤り

があれば指摘いただきたい。)

・人的資源省が RegulationNo03.1985により右綿に係る労働者の健康障害防止について規定

している o

-クロシドライトの使用は禁止している o

-アスベスト含有建材の吹付けは禁止。

【調査項目】

貴国の現状に関し、次の項目について回答いただきたい。

1 上記の貴国の状況について、アップデートすべき情報。

2 次の製品(我が国ではすべて輸入禁止)についての当該国の法令での規制状況。(製造・

流通等が禁止されているか否か)

(1) 含有率 1%を超えるクロシドライト含有製品(注)

(2 ) 含有率 O.1唱を超えるクロシドライト含有製品

(3 ) 含有率 1%を超えるクリソヲイル含有製品

(4 ) 含有率 O.1唱を超えるクリソヲイル含有製品

(注製品 ガスケット、パッキン等の部品やこれらが取り付けられた機械製品)



見Ij紙 1

調査票(マレーシア)

【前提情報(我が国の状況)】

日本においては、平成 18年 9月より、右綿の含有率がO.1唱を超える製品について、製造、

輸入、使用、譲渡又は提供してはならない旨、法律で義務付けている o (労働安全衛生法第 55

条。事業者や労働者に限らず製造、輸入等してはならない。)

なお、右綿として、クリソヲイル(白右綿)、クロシドライト(青右綿)、アモサイト(茶右

綿)、アンソフィライト、トレモライト、アクチノライトの6種類を定義づけている o

しかしながら、製造等が禁止されていない固から右綿を含有する製品を誤って輸入する例が

散発している o このため、他国の現状を調査したいと考えている o

【前提状況(貴国の状況)】

当方において、貴国の状況を文献等で調査できた情報としては、次のとおりである o (誤り

があれば指摘いただきたい。)

・製造工程におけるクロシドライトの使用は、人材省労働安全保健局が所管する工場・機械設

備規定により禁止されているが、他の種類のアスベストの使用は許容されている o

【調査項目】

貴国の現状に関し、次の項目について回答いただきたい。

1 上記の貴国の状況について、アップデートすべき情報。

2 次の製品(我が国ではすべて輸入禁止)についての当該国の法令での規制状況。(製造・

流通等が禁止されているか否か)

(1) 含有率 1%を超えるクロシドライト含有製品(注)

(2 ) 含有率 O.1唱を超えるクロシドライト含有製品

(3 ) 含有率 1%を超えるクリソヲイル含有製品

(4 ) 含有率 O.1唱を超えるクリソヲイル含有製品

(注製品 ガスケット、パッキン等の部品やこれらが取り付けられた機械製品)



見Ij紙 1

調査票(フィリビン)

【前提情報(我が国の状況)】

日本においては、平成 18年 9月より、右綿の含有率がO.1唱を超える製品について、製造、

輸入、使用、譲渡又は提供してはならない旨、法律で義務付けている o (労働安全衛生法第 55

条。事業者や労働者に限らず製造、輸入等してはならない。)

なお、右綿として、クリソヲイル(白右綿)、クロシドライト(青右綿)、アモサイト(茶右

綿)、アンソフィライト、トレモライト、アクチノライトの6種類を定義づけている o

しかしながら、製造等が禁止されていない固から右綿を含有する製品を誤って輸入する例が

散発している o このため、他国の現状を調査したいと考えている o

【前提情報(貴国の状況)】

当方において、貴国の状況を文献等で調査できた情報としては、次のとおりである o (誤り

があれば指摘いただきたい。)

・化学物質管理令 (ChemicalControl Order)に基づき、右綿を取り扱う事業者の登録、また、

輸入時の申告や取扱い状況の報告が義務付けられている o

・右綿含有率が 1%以上で、手による圧力で粉末化される飛散性の材料の使用は禁止されてい

るo また、吹付け右綿も禁止されている o

-アモサイト、クロシドライトの使用は禁止されている o

-ガスケット、ブレーキパッド等の製造については限定的な使用が認められている o

-全般的な右綿の規制法令は環境天然資源省が所管している o

【調査項目】

貴国の現状に関し、次の項目について回答いただきたい。

1 上記の貴国の状況について、アップデートすべき情報。

2 次の製品(我が国ではすべて輸入禁止)についての当該国の法令での規制状況。(製造・

流通等が禁止されているか否か)

(1) 含有率 1%を超えるクロシドライト含有製品(注)

(2 ) 含有率 O.1唱を超えるクロシドライト含有製品

(3 ) 含有率 1%を超えるクリソヲイル含有製品

(4 ) 含有率 O.1唱を超えるクリソヲイル含有製品

(注製品 ガスケット、パッキン等の部品やこれらが取り付けられた機械製品)



見Ij紙 1

調査票(ヲイ)

【前提情報(我が国の状況)】

日本においては、平成 18年 9月より、右綿の含有率がo.1唱を超える製品について、製造、
輸入、使用、譲渡又は提供してはならない旨、法律で義務付けている o (労働安全衛生法第 55

条。事業者や労働者に限らず製造、輸入等してはならない。)

なお、右綿として、クリソヲイル(白右綿)、クロシドライト(青右綿)、アモサイト(茶右

綿)、アンソフィライト、トレモライト、アクチノライトの6種類を定義づけている o

しかしながら、製造等が禁止されていない固から右綿を含有する製品を誤って輸入する例が

散発している o このため、他国の現状を調査したいと考えている o

【前提状況(貴国の状況)】

当方において、貴国の状況を文献等で調査できた情報としては、次のとおりである o (誤り

があれば指摘いただきたい。)

・1995年以降クロシドライトの使用が、 2001年以降アモサイトの使用が禁止されており、現

在はクリソヲイルのみが使用されている o

. 2011年4月にNationalHealth Commissionによる決議がなされ、 2011年以降は右綿含有製

品の輸入は禁止され、 2012年以降は右綿含有製品の販売が禁止される o

-各省庁の所管は

工業省輸入、使用、貯蔵

労働省 労働現場でのばく露限界の設定

保健省 労働衛生の観点からのガイドライン、サービスの提供

である o

【調査項目】

貴国の現状に関し、次の項目について回答いただきたい。

1 上記の貴国の状況について、アップデートすべき情報。

2 次の製品(我が国ではすべて輸入禁止)についての当該国の法令での規制状況。(製造・

流通等が禁止されているか否か)

(1) 含有率 1%を超えるクロシドライト含有製品(注)

(2 ) 含有率 O.1唱を超えるクロシドライト含有製品

(3 ) 含有率 1%を超えるクリソヲイル含有製品

(4 ) 含有率 O.1唱を超えるクリソヲイル含有製品

(注製品 ガスケット、パッキン等の部品やこれらが取り付けられた機械製品)



見Ij紙 1

調査票(ベトナム)

【前提情報(我が国の状況)】

日本においては、平成 18年 9月より、右綿の含有率がO.1唱を超える製品について、製造、

輸入、使用、譲渡又は提供してはならない旨、法律で義務付けている o (労働安全衛生法第 55

条。事業者や労働者に限らず製造、輸入等してはならない。)

なお、右綿として、クリソヲイル(白右綿)、クロシドライト(青右綿)、アモサイト(茶右

綿)、アンソフィライト、トレモライト、アクチノライトの6種類を定義づけている o

しかしながら、製造等が禁止されていない固から右綿を含有する製品を誤って輸入する例が

散発している o このため、他国の現状を調査したいと考えている o

【前提状況(貴国の状況)】

当方において、貴国の状況を文献等で調査できた情報としては、次のとおりである o (誤り

があれば指摘いただきたい。)

・アモサイトとクロシドライトの使用は 2001年以降禁止されているが、クリソヲイルについ

ては建材等として使用されている o

-クリソヲイルの使用は2020年まで続けることとしているが、それ以降は未定 0

・資源環境省、保健省、労働省、建設省、環境科学技術省が規制に関与している o

【調査項目】

貴国の現状に関し、次の項目について回答いただきたい。

1 上記の貴国の状況について、誤りやアップデートすべき情報。

2 次の製品(我が国ではすべて輸入禁止)についての当該国の法令での規制状況。(製造・

流通等が禁止されているか否か)

(1) 含有率 1%を超えるクロシドライト含有製品(注)

(2 ) 含有率 O.1唱を超えるクロシドライト含有製品

(3 ) 含有率 1%を超えるクリソヲイル含有製品

(4 ) 含有率 O.1唱を超えるクリソヲイル含有製品

(注製品 ガスケット、パッキン等の部品やこれらが取り付けられた機械製品)



。uestionnaireto the Government of China 

[Backgrounds of JapanJ 

In Japan， manufacture， import， transfer， provide and use of asbestos and 

the goods conta i n i ng asbestos mor e than O. 1弘is proh i b i ted by Law. (def i ned 

by Industrial Safety and Health Law， article 55. Not only worker or employer 

but anybody cannot manufacture etc. them.) 

6 types of minerals are defined as asbestos， namely: chrysotyl巴(whi te 

asbestos)， croc i do I i te (b I ue asbestos)， amos i te (brown asbestos)， 

anthopyl I ite， tremol ite， actinol ite 

However， sometimes， import of goods containing asbestos accidentally 

happens. The goods are imported from the countries where the use etc. of 

asbestos is not banned and therefore we would I ike to research situations 

in other countries 

[Current situation in your country (Our understanding)J 

Brief information of regulation concerning asbestos in your country that 

we collected is as follows. (If our understanding is not correct， please 

point it out.) 

Use of friction materials I ike brake pads containing asbestos is banned 

on and after 2003 
Use of those materials for bicycle is permitted 

Import and export of products containing amosite (brown asbestos) or 

crocidol ite (blue asbestos) are banned on and after 2005 

- Use of al I the asbestos (including chrysoti I巴 (whiteasbestos)) as 

bui Iding materials is banned on and after June 2010 

「非石綿Jmeans not only the goods that never contains bit of asbestos 

but also used for the goods that contains less than certain level 

[Quest i onna i reJ 

Please answer to the questions below 

1 As regards the information of your country mentioned above， any change 

to be updated 

2 Current situation of regulation of the products below. Cmanufacture， use， 

distribution etc are prohibited or not.) 

Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 1弘

Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 0.1弘

Products containing chrysoti I巴 (whiteasbestos) more than 1弘

Products containing chrysoti I巴 (whiteasbestos) more than 0.1弘

Products: The goods， for example， gaskets/packings or the machines install 

them 



。uestionnaireto the Government of Indonesia 

[Backgrounds of JapanJ 
In Japan， manufacture， import， transfer， provide and use of asbestos and 
the goods conta i n i ng asbestos mor e than O. 1弘is proh i b i ted by Law. (def i ned 
by Industrial Safety and Health Law， article 55. Not only worker or employer 
but anybody cannot manufacture etc. them.) 
6 types of minerals are defined as asbestos， namely: chrysotyl巴(whi te 
asbestos)， croc i do I i te (b I ue asbestos)， amos i te (brown asbestos)， 
anthopyl I ite， tremol ite， actinol ite 
However， sometimes， import of goods containing asbestos accidentally 
happens. The goods are imported from the countries where the use etc. of 
asbestos is not banned and therefore we would I ike to research situations 
in other countries 

[Current situation in your country (Our understanding)J 
Brief information of regulation concerning asbestos in your country that 
we collected is as follows. (If our understanding is not correct， please 
point it out.) 
Ministry of Manpower and Transmigration prescribes the preventive 
measures of asbestos exposure by the Regulation No03/1985 
Use of crocidol ite (blue asbestos) is banned 
Air-borne(spraying) asbestos is banned 

[Quest i onna i reJ 
Please answer to the questions below 
1 As regards the information of your country mentioned above， any change 
to be updated 
2 Current situation of regulation of the products below. Cmanufacture， use， 
distribution etc are prohibited or not.) 
Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 1弘
Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 0.1弘
Products containing chrysoti I巴 (whiteasbestos) more than 1弘
Products containing chrysoti I巴 (whiteasbestos) more than 0.1弘

Products: The goods， for example， gaskets/packings or the machines install 
them 



。uestionnaireto the Government of Malaysia 

[Backgrounds of JapanJ 
In Japan， manufacture， import， transfer， provide and use of asbestos and 
the goods conta i n i ng asbestos mor e than O. 1弘is proh i b i ted by Law. (def i ned 
by Industrial Safety and Health Law， article 55. Not only worker or employer 
but anybody cannot manufacture etc. them.) 
6 types of minerals are defined as asbestos， namely: chrysotyl巴(whi te 
asbestos)， croc i do I i te (b I ue asbestos)， amos i te (brown asbestos)， 
anthopyl I ite， tremol ite， actinol ite 
However， sometimes， import of goods containing asbestos accidentally 
happens. The goods are imported from the countries where the use etc. of 
asbestos is not banned and therefore we would I ike to research situations 
in other countries 

[Current situation in your country (Our understanding)J 
Brief information of regulation concerning asbestos in your country that 
we collected is as follows. (If our understanding is not correct， please 
point it out.) 
Using of crocidol ite (blue asbestos) in the production process are banned 
by the Factories and Machineries Act supervised by Occupational Safety 
and Health Department， Ministry of Manpower 
Use of other sorts of asbestos is permitted 

[Quest i onna i reJ 
Please answer to the questions below 
1 As regards the information of your country mentioned above， any change 
to be updated 
2 Current situation of regulation of the products below. Cmanufacture， use， 
distribution etc are prohibited or not.) 
Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 1弘
Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 0.1弘
Products containing chrysoti I巴 (whiteasbestos) more than 1弘
Products containing chrysoti I巴 (whiteasbestos) more than 0.1弘

Products: The goods， for example， gaskets/packings or the machines install 
them 



。uestionnaireto the Government of Phi I ippines 

[Backgrounds of JapanJ 

In Japan， manufacture， import， transfer， provide and use of asbestos and 

the goods conta i n i ng asbestos mor e than O. 1弘is proh i b i ted by Law. (def i ned 

by Industrial Safety and Health Law， article 55. Not only worker or employer 

but anybody cannot manufacture etc. them.) 

6 types of minerals are defined as asbestos， namely: chrysotyl巴(whi te 

asbestos)， croc i do I i te (b I ue asbestos)， amos i te (brown asbestos)， 

anthopyl I ite， tremol ite， actinol ite 

However， sometimes， import of goods containing asbestos accidentally 

happens. The goods are imported from the countries where the use etc. of 

asbestos is not banned and therefore we would I ike to research situations 

in other countries 

[Current situation in your country (Our understanding)J 

Brief information of regulation concerning asbestos in your country that 

we collected is as follows. (If our understanding is not correct， please 

point it out.) 

Under Chemical Control Order， business operator handl ing asbestos， 

declaration of import， reporting of situation of handl ing asbestos are 

ob I i ged 

Mater i a I s that can be broken by hands conta i n i ng 1弘andover of asbestos 

are banned 

- Air-borne (spraying) asbestos is banned 

- Use of amosite (brown asbestos) and crocidol ite (blue asbestos) are 

banned 

- General regulations are supervised by Department of Environment and 

Natural Resources 

[Quest i onna i reJ 

Please answer to the questions below 

1 As regards the information of your country mentioned above， any change 

to be updated 

2 Current situation of regulation of the products below. Cmanufacture， use， 

distribution etc are prohibited or not.) 

Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 1弘

Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 0.1弘

Products containing chrysoti I巴 (whiteasbestos) more than 1弘

Products containing chrysoti I巴 (whiteasbestos) more than 0.1弘

Products: The goods， for example， gaskets/packings or the machines install 

them 



。uestionnaireto the Government of Thai land 
[Backgrounds of JapanJ 
In Japan， manufacture， import， transfer， provide and use of asbestos and 
the goods conta i n i ng asbestos mor e than O. 1弘is proh i b i ted by Law. (def i ned 
by Industrial Safety and Health Law， article 55. Not only worker or employer 
but anybody cannot manufacture etc. them.) 
6 types of minerals are defined as asbestos， namely: chrysotyl巴(whi te 
asbestos)， croc i do 1 i te (b 1 ue asbestos)， amos i te (brown asbestos)， 
anthopyl 1 ite， tremol ite， actinol ite 
However， sometimes， import of goods containing asbestos accidentally 
happens. The goods are imported from the countries where the use etc. of 
asbestos is not banned and therefore we would 1 ike to research situations 
in other countries 

[Current situation in your country (Our understanding)J 
Brief information of regulation concerning asbestos in your country that 
we collected is as follows. (If our understanding is not correct， please 
point it out.) 
Use of crocidol ite is banned on or after 1995. Use of amosite (brown 
asbestos) is banned on or after 2001. Currently， only use of chrysoti 1巴
(wh i te asbestos) i s perm i tted 
Thai cabinet approved a resolution proposed by the National Health 
Commi ss i on to ban the use of asbestos on Apr i 1 2011. Imports of asbestos 
are banned from 2011 and the sale of all asbestos products wi 11 be banned 
from 2012 
-Ministry of Industry supervises import， use and storage of asbestos 
-Ministry of Labour supervises the exposure 1 imit of asbestos in the 
workplace 
-Ministry of Publ ic Health supervises and offers guidel ines or services 
concerning avoiding asbestos exposure in context of occupational health 

[Quest i onna i reJ 
Please answer to the questions below 
1 As regards the information of your country mentioned above， any change 
to be updated 
2 Current situation of regulation of the products below. Cmanufacture， use， 
distribution etc are prohibited or not.) 
Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 1弘
Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 0.1弘
Products containing chrysoti 1巴 (whiteasbestos) more than 1弘
Products containing chrysoti 1巴 (whiteasbestos) more than 0.1弘

Products: The goods， for example， gaskets/packings or the machines install 
them 



。uestionnaireto the Government of Vietnam 

[Backgrounds of JapanJ 

In Japan， manufacture， import， transfer， provide and use of asbestos and 

the goods conta i n i ng asbestos mor e than O. 1弘is proh i b i ted by Law. (def i ned 

by Industrial Safety and Health Law， article 55. Not only worker or employer 

but anybody cannot manufacture etc. them.) 

6 types of minerals are defined as asbestos， namely: chrysotyl巴(whi te 

asbestos)， croc i do 1 i te (b 1 ue asbestos)， amos i te (brown asbestos)， 

anthopyl 1 ite， tremol ite， actinol ite 

However， sometimes， import of goods containing asbestos accidentally 

happens. The goods are imported from the countries where the use etc. of 

asbestos is not banned and therefore we would 1 ike to research situations 

in other countries 

[Current situation in your country (Our understanding)J 

Brief information of regulation concerning asbestos in your country that 

we collected is as follows. (If our understanding is not correct， please 

point it out.) 

Use of amosite (brown asbestos) and crocidol ite (blue asbestos) are 

banned on or after 2001.Chrysoti le can be used as bui Iding material 

Use of chrysot i 1巴 (whi te asbestos) w i 11 be cont i nued at 1 east at 2020 

Ministry of Natural Resources and Environment， Ministry of Health 

Ministry of Labour， Inval ids and Social Affairs， Ministry of Science and 

Technology hold jurisdiction over the regulation of asbestos 

[Quest i onna i reJ 

Please answer to the questions below 

1 As regards the information of your country mentioned above， any change 

to be updated 

2 Current situation of regulation of the products below. Cmanufacture， use， 

distribution etc. are prohibited or not.) 

- Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 1弘

- Products containing crocidol ite (blue asbestos) more than 0.1弘

一 Productscontaining chrysoti 1巴 (whiteasbestos) more than 1弘

- Products containing chrysoti 1巴 (whiteasbestos) more than 0.1弘

Products: The goods， for example， gaskets/packings or the machines install 

them 



労働安全衛生法では石綿含有率 0.1%を超えるものを規制対象として輸入等を禁じています。この

0.1 %超とし寸関値は、輸入する物全体を分母とするものではなく、構成する部品のうち一つでも石

綿含有率が0.1%以上だった場合に直ちに違法となります。

また、物品への混入が非意図的なものであったとしても違法となります(違反があった場合には法

人の代表者及び行為者の両方に罰則が適用されます。)。

特に、過去に石綿が使用されていた製品の代替品として輸入されるものに石綿が含有している場合

がありますので、輸入に当たっては、パッキンやガスケット等に石綿が含まれていないことを、あら

かじめ書面や分析結果により確認するようお願いしています。

製造禁止前に使用されていた主な石綿含有製品

製品の種類 主な用途

建材 押出成形セメント板 建築物の非耐力外壁及び間仕切壁

摩擦材 ブレーキパッド等 自動車用と産業用(クレーン、エレベータ一等)のブレーキなど

接着剤 高温下で使用される工業用断熱材同士の隙聞を埋めるものなど

耐熱・電気絶縁体 配電盤など

シール材 ガスケット 配管用フランジなどの制止部分の密閉に用いられるもの

パッキン バルブ、やポンプなどの軸封などの運動部分の密閉に用いるもの

その他の石綿製品 工業製品材料(ジョイントシート，石綿布など)、実験用金網など

ーーー=ュ~

製品を輸入する際、相手先に対して「日本では 0.1%以上の石綿含有製品の輸入は一切禁じられており、輸入して

しまったことが非意図的だったとしても、また、物品への混入が非意図的なもので、あったとしても日本では違法と

なる」旨を常々伝達、説明しておくことが重要です。

， 
、

J 送出国では、石綿含有率1%超を規制対象としていて、 0.1%-1%石綿が含まれること

については法令上の問題はなく「ノンアスベスト品」としています

J 送出国では、石綿を主材料とはしていないものの数%から数十%含まれるものを「非石

綿」と表現しています，，-ME--“
...---"て" '，， 、、、.~-ーーーー“、、 ー---・p， ， 、
、---， 
各国規制状況が違うので、上記の点に注意し、 〉司とミーーーー了rr，司、
輸出元に対して輸入される製品が石綿を含有して ，，， 、、

いない旨の証明書や分析結果を提出してもらって 、，'、、、ーィ
、、 ください。 ，' 
、、‘ー" ι，-

， 
『・・ーー--一、 、 ， 、....- _...-、 2・，.『ーー-- 、崎町・-H.，， v 司、ーー-ー"

、
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裏面の英語の日本の石綿禁止に係る説明資料もご活用ください。

厚生労 -都道府県労働局・労働基準監督署



Total Ban on Asbestos in Japan 

The production， impo同， transfer， provlslon or use of asb田 tosor any material containing 
more than 0.1 %括bestosby weight is totally prohibited in Japan. 

刈Itypes of asbestos shown below are totally 
prohibited in Japan. (Any material containing 
more than 0.1 % asbestos by weight， 
regardless of type， is illegal.) 

Chrysotile 

Crocidolite 

Amosite 

Anthophyllite 

Actinolite 
Tremolite 

The following cas田 aresu同ectto impo同bansin Japan: 

• The impo同 ofany product containing asbestos exceeding 0.1% by weight is totally 
prohibited in Japan. When the percentage of asbestos by weight in the product 
Impo同edinto Japan exceeds 0.1% even if a Japanese impo同erhas imported a 
product containing asb田 tosto Japan inadve巾 ntlyor its inclusion in the product is 
unintentional， the importer has violated the import ban. 

-“Asb田 tosexceeding 0.1% by weight is iIIegal" means that it is iIIegal for even any 
individual component of a product to contain more than 0.1 % asbestos even if the 

overall asbestos percentage by weight does not exceed 0.1% to the total weight of 
the product. For example， if some pa同 ofa bicycle or other products， such as a 
brake， contains more than 0.1% asb田 tos，impo附ngsuch product into Japan 
constitutes a violation of law. 

• The impo同ofproducts containing more than 0.1% asbestos into Japan， regardl田 sof 
typesョuse，weight or size， is iIIegal in Japan.業

※ The impo同01producls conlaining asbeslos lor lesls or research may excepl旧nallybe approved， bul impo同e陪
who lrade in such producls musl oblain licenses in advance 

The Japanese government requests that enterprises importing machinery or other 
products into Japan confirm that the packing， gaskets， etc. of such products contain no 
asbestos， based on supporting documents or analytical results before importing such 
products. 

Ministry of Health， Labour and Welfare， Japan 



労働安全衛生法では石綿含有率 0.1%を超えるものを規制対象として輸入等を禁じています。この

0.1 %超とし寸関値は、輸入する物全体を分母とするものではなく、構成する部品のうち一つでも石

綿含有率が0.1%以上だった場合に直ちに違法となります。

また、物品への混入が非意図的なものであったとしても違法となります(違反があった場合には法

人の代表者及び行為者の両方に罰則が適用されます。)。

特に、過去に石綿が使用されていた製品の代替品として輸入されるものに石綿が含有している場合

がありますので、輸入に当たっては、パッキンやガスケット等に石綿が含まれていないことを、あら

かじめ書面や分析結果により確認するようお願いしています。

製造禁止前に使用されていた主な石綿含有製品

製品の種類 主な用途

建材 押出成形セメント板 建築物の非耐力外壁及び間仕切壁

摩擦材 ブレーキパッド等 自動車用と産業用(クレーン、エレベータ一等)のブレーキなど

接着剤 高温下で使用される工業用断熱材同士の隙聞を埋めるものなど

耐熱・電気絶縁体 配電盤など

シール材 ガスケット 配管用フランジなどの制止部分の密閉に用いられるもの

パッキン バルブ、やポンプなどの軸封などの運動部分の密閉に用いるもの

その他の石綿製品 工業製品材料(ジョイントシート，石綿布など)、実験用金網など
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製品を輸入する際、相手先に対して「日本では 0.1%以上の石綿含有製品の輸入は一切禁じられており、輸入して

しまったことが非意図的だったとしても、また、物品への混入が非意図的なもので、あったとしても日本では違法と

なる」旨を常々伝達、説明しておくことが重要です。

， 
、

J 送出国では、石綿含有率1%超を規制対象としていて、 0.1%-1%石綿が含まれること

については法令上の問題はなく「ノンアスベスト品」としています

J 送出国では、石綿を主材料とはしていないものの数%から数十%含まれるものを「非石

綿」と表現していま士，，-ME--~、
， ， 、
、---， 

，，， ，， 、、'.-...ー-ーー・・ー

各国規制状況が違うので、上記の点に品し、 ¥〉司fu--?Y
，司、

輸出元に対して輸入される製品が石綿を含有して ，，， 、、

いない旨の証明書や分析結果を提出してもらって 、，'、、、ーィ
、、 ください。 ，' 
、、‘ー" ι--

， 
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裏面の中国語の日本の石綿禁止に係る説明資料もご活用ください。

厚生労 -都道府県労働局・労働基準監督署



美子在日本全面禁止使用石棉芹品的規定

在日本格禁止制造、珪口、特辻、提供和使用石棉制品和石棉含有量超迂0.1%重量

的所有芹品。

在日本，如下所示的所有美型的石棉芹

晶将成方全面禁止的対象(元栓芹晶的

手中美，如果石棉的含有量超近芹晶忌重

量的0.1%，将連反此規定)。

温石棉

青石棉

茶石棉

車内石

課内石

透内石

| 在日本違反避口規定的事例 | 

・在日本，避口石棉含有量超迂芹晶l忠重量0.1%的所有芹品特被禁止，対子日本
的避口商在不姪意向向日本避口了含有石棉的F晶的情況，或者在不姪意向向
F品中混入了石棉的情況，作均詰果，如果向日本避口了石棉含有量在0.1%以
上的F晶，也将違反本規定。

.超迂0.1%的意思是:不仮仮事十対相対子F品全部重量的石棉的重量，対子拘成
芹晶的各業部件，如果仮有-""卜部件的石棉含量超迂了 0.1%，也特連反本規定。

例如，在自行車等芹晶的内部，在挙IJ牟件等部件中，即使有一小部件的石棉含

有量超迂了 O.1 %，避口到日本也将連反本規定。

-在日本，元恰F晶的神業、用途、重量和大小，如果其石棉含有量超迂了F晶
怠重量的 0.1%，特連反本規定。減

※方研究目的而遊口的石棉芹品需要得到例外碗主人，遊口商需事先荻得許可。

対子向日本圏内避口机械芹晶的避口商，在他fi1避口t産業F品吋， i青日本政府提前
根据帯面撮告和分析結果扱告硯主人密封填料和豊片等部件中不含有石棉。

日本・厚生労働省
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